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竹
本 

久
尚　

松
本 

貴
至　

金
子 

裕
志

（
監
事
）　

御
所
名 

秀
憲　

吉
岡 

義
幸

　

な
お
、
被
選
任
者
は
そ
の
就
任
を
承
諾

し
た
。

　

以
上
を
も
っ
て
議
案
の
全
部
の
審
議
を

終
了
し
た
の
で
、
閉
会
を
宣
し
解
散
し
た
。

時
に
午
後
５
時
45
分
に
終
了
。

　

総
会
終
了
後
、
関
連
企
業
様
も
参
加
の
、

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
・
懇
親
会

も
行
っ
た
。
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当
工
組 

令
和
４
年

　
　

通
常
総
会
議
事
録

●
日
時 

令
和
４
年
５
月
30
日
（
月
）　

午

後
５
時
よ
り

●
場
所 

奈
良
市
「
J
W
マ
リ
オ
ッ
ト
・

ホ
テ
ル
奈
良
」
に
て
開
催

●
組
合
員
総
数     

38
人

●
出
席
組
合
員     

24
人

（
内
訳
　
本
人
出
席
13
人
、
委
任
状
出
席

11
人
）

〔
議
事
の
経
過
の
要
領
〕

  

定
刻
、
堀
井
清
孝
が
司
会
者
と
な
り
本

総
会
に
お
け
る
議
長
選
出
の
方
法
を
は

か
っ
た
と
こ
ろ
、
吉
川
均
が
議
長
と
し
て

選
任
さ
れ
就
任
し
た
。

　

議
長
は
本
総
会
の
出
席
者
を
調
査
の

上
、
本
総
会
は
有
効
に
成
立
し
た
旨
を
述

べ
、
た
だ
ち
に
議
案
の
審
議
に
入
る
。

第
１
号
議
案　

令
和
３
年
度
事
業
並
び
に

経
過
報
告
に
つ
い
て

　

議
場
に
は
か
っ
た
処
、
満
場
意
義
な
く

こ
れ
を
承
認
し
た
。

第
２
号
議
案　

令
和
３
年
度
決
算
収
支
書

の
承
認
に
つ
い
て

１
．
財
産
目
録　
　

２
．
事
業
報
告
書　

３
．
貸
借
対
照
表　

４
．
損
益
計
算
書　

５
．
剰
余
金
処
分
案

　

つ
い
で
監
事
御
所
名
秀
憲
は
、
上
記
の

書
類
を
詳
細
に
調
査
し
た
処
、
い
ず
れ
も

正
確
適
正
で
あ
っ
た
旨
を
報
告
し
、
議
場

に
は
か
っ
た
処
、
満
場
意
義
な
く
こ
れ
を

承
認
し
た
。

第
３
号
議
案　

令
和
４
年
度
事
業
計
画

（
案
）
に
つ
い
て

　

令
和
４
年
度
の
事
業
計
画(

案)

を
詳

細
に
わ
た
っ
て
説
明
さ
せ
、
そ
の
可
否
を

議
場
に
は
か
り
、
満
場
一
致
を
も
っ
て
こ

れ
を
承
認
可
決
し
た
。

第
４
号
議
案　

令
和
４
年
度
収
支
予
算

（
案
）
に
つ
い
て

　

令
和
４
年
度
の
収
支
予
算
（
案
）
を
詳

細
に
わ
た
っ
て
説
明
さ
せ
、
そ
の
可
否
を

議
場
に
は
か
り
、
満
場
一
致
を
も
っ
て
こ

れ
を
承
認
可
決
し
た
。

第
５
号
議
案　

役
員
任
期
満
了
に
つ
き
後

任
者
選
任
の
件

　

議
長
は
当
組
合
の
役
員
全
員
が
本
通
常

総
会
の
終
結
と
同
時
に
任
期
満
了
に
つ
き

役
員
改
選
を
す
る
必
要
が
あ
る
旨
を
述

べ
、
こ
の
改
選
方
法
を
指
名
推
薦
で
行
い

た
い
旨
を
議
場
に
諮
っ
た
と
こ
ろ
、
全
員

賛
成
し
た
の
で
議
長
は
選
考
委
員
に
堀
井

清
孝
、
中
島
武
宣
、
吉
川
均
を
指
名
し
た
。

選
考
委
員
は
次
の
と
お
り
理
事
、
監
事
を

選
出
し
、
ま
た
議
場
は
全
員
当
選
と
可
決

決
定
し
た
。

（
理
事
）　

乾 

昌
弘　

吉
川 

均　

近
藤 

宏
佳  

中
島 

武
宣　

植
原 

雅
勝

沢
井 

啓
祐　

藤
澤 

均　

中
村 

宣
廣　

藤
山 

和
徳　

南 

良
郎　

笹
田 

和
男

下
村 

卓　

福
留 

伸
一　

堀
井 

清
孝

■
福
井
県
工
組

・
コ
ロ
ナ
に
よ
り
ほ
と
ん
ど
活
動
で
き
な

懇親会の様子

近
畿
地
区
印
刷
協
議
会
・
総
会

理
事
長
会
報
告

近
畿
地
区
印
刷
協
議
会
の
リ
ア
ル
開
催
は

２
年
半
ぶ
り
と
な
り
、
奈
良
が
担
当
県
で

あ
っ
た
の
で
、
会
議
は
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

ホ
ー
ル
、
懇
親
会
は
J
W
マ
リ
オ
ッ
ト
ホ

テ
ル
奈
良
で
開
催

６
月
10
日
（
金
）

か
っ
た
が
、
官
公
需
対
策
：
最
低
制
限
化

価
格
に
つ
い
て
18
年
間
要
望
し
続
け
て
き

た
結
果
、
来
年
度
に
よ
う
や
く

検
討
し
て
も
ら
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

■
滋
賀
県
工
組

・
３
月
12
日
に
「
淡
海
（
お
う
み
）
の
色

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
キ
ッ
ク
オ
フ
。

　

組
合
員
・
学
生
・
先
生
と
と
も
に
「
淡

海
（
お
う
み
）
の
色
っ
て
ど
ん
な
色
」
に

つ
い
て
模
索
。
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・
今
年
中
に
12
色
を
決
め
、
来
年
中
に
24

色
ま
で
拡
大
。

・
決
定
し
た
色
は
滋
賀
県
内
に
あ
る
コ
ク

ヨ
工
場
に
て
商
品
化
し
て
も
ら
う
予
定
。

・
２
０
２
５
年
の
国
体
で
も
使
用
予
定
。

■
京
都
工
組

・
移
転
す
る
文
化
庁
と
タ
ッ
グ
を
組
ん
で

い
き
た
い
。

・
第
一
回「
ス
ポ
Ｇ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
大
会
」の
開
催
。

　

京
都
印
刷
会
館
周
辺
の
ご
み
拾
い
活
動

（
50
人
規
模
）。
拾
っ
た
ご
み
の
量
で
得
点

を
競
う
。

・
働
き
方
改
革
：
高
齢
化
社
会
の
中
で
ど

の
よ
う
に
事
業
を
続
け
る
か
。

・
組
合
紹
介
ビ
デ
オ
を
作
成
し
た
結
果
、

あ
ら
た
に
３
社
が
入
会
。

■
大
阪
工
組

・
事
業
継
承
：
継
が
す
側
目
線
で
は
な
く
、

継
ぐ
側
目
線
で
の
内
容
。

・
Ｄ
Ｘ
：
印
刷
未
来
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
を
実
走
す
る
こ
と
に
重
点
。

・
ペ
ー
パ
ー
サ
ミ
ッ
ト
２
０
２
２

　

印
刷
会
社
と
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
マ
ッ
チ
ン

グ
さ
せ
る
初
め
て
の
試
み
は
コ
ロ
ナ
禍
の

中
で
参
加
人
数
が
不
安
だ
っ
た
が
、
結
果

的
に
は
８
０
０
人
の
参
加
で
入
場
制
限
を

し
た
。
12
～
13
社
が
マ
ッ
チ
ン
グ
し
た
。

・
２
０
２
５
大
阪
関
西
万
博
案
件
を
調
達

で
き
る
よ
う
に
動
い
て
い
る
。

■
兵
庫
県
工
組

・
印
刷
営
業
座
談
会
：
本
年
度
は
４
回
開

催
予
定

・
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
セ
ミ
ナ
ー

・
働
き
方
改
革
事
業
支
援
で
補
助
金

６
５
０
万
円
が
国
か
ら
補
助
さ
れ
た
。

　

１
．
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
（
１
回
）

　

2
．
労
働
条
件
の
実
態
調
査

全印工連 瀧澤会長奈良工組 乾理事長

当
委
員
会
は「
経
営
革
新
支
援
事
業
」・「
事

業
承
継
・
継
続
支
援
事
業
」・　
「
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
支
援
事
業
」
の
3
つ
を
柱
に
展

開
す
る
。
事
業
概
要
は
次
の
通
り
。

◇
経
営
革
新
支
援
事
業

①
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
）
実
装
の
推
進
・
事
例
研
究
・

情
報
発
信

　

全
印
工
連
が
推
進
す
る
Ｄ
Ｘ
シ
ス
テ
ム

「
Ｄ
Ｘ-
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｔ
」が
8
月
に
完
成
予
定
。

②
Ｍ
Ｉ
Ｓ

（M
anagem

ent inform
ation System

：

基
幹
業
務
シ
ス
テ
ム
）
の
導
入
・
活
用
活

性
化
に
向
け
た
啓
発
・
支
援
展
開

　

Ｄ
Ｘ-

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｔ
の
運
用
に
は
Ｍ
Ｉ
Ｓ

の
導
入
が
必
須
。
東
京
工
組
で
は
中
小
企

業
向
け
Ｍ
Ｉ
Ｓ
の
構
築
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
当
委
員
会
で
は
Ｄ
Ｘ
の
制
度
設
計
そ

の
も
の
で
は
な
く
、
Ｍ
Ｉ
Ｓ
も
含
め
た
組

合
員
の
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
を
支
援
す
る
た

め
の
周
知
・
啓
発
活
動
を
行
う
。

③
事
業
領
域
の
拡
大
展
開
を
支
援
す
る
た

め
の
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
・
情
報
発
信

　

Ｄ
Ｘ-

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｔ
な
ど
デ
ジ
タ
ル
の
活

用
を
通
し
た
事
業
領
域
の
拡
大
事
例
・
成

功
事
例
の
分
析
と
情
報
発
信
を
行
う
。

④
「
新
・
勝
ち
残
り
合
宿
ゼ
ミ
」（
第
2
期
）

の
開
催

　

会
社
見
学
、
講
演
等
を
通
し
て
経
営
計

画
を
学
ぶ
。
全
印
工
連
で
は
、
今
後
は
印

刷
を
核
と
し
つ
つ
、
周
辺
へ
の
事
業
領
域

拡
大
を
推
奨
し
て
い
る
。
水
平
展
開
し
て

Ｗ
Ｅ
Ｂ
や
動
画
な
ど
他
の
媒
体
に
取
り
組

む
、
或
い
は
制
作
・
編
集
・
デ
ザ
イ
ン
な

ど
印
刷
の
前
段
階
、
紙
加
工
・
流
通
な
ど

後
段
階
の
領
域
に
進
出
す
る
こ
と
も
考
え

ら
れ
る
。

（
Ｄ
Ｘ-

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｔ
に
対
し
て
の
意
見
情

報
交
換
）

　

全
印
工
連
の
Ｄ
Ｘ
は
、
印
刷
会
社
同
士

を
繋
げ
て
空
い
て
い
る
工
場
を
活
用
す
る

こ
と
で
互
い
の
稼
働
率
を
上
げ
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
。
参
加
グ
ル
ー
プ
は
、

同
種
の
設
備
を
有
す
る
会
社
同
士
、
或
い

は
デ
ザ
イ
ン
・
制
作
・
製
版
・
印
刷
・
製

　

3
． 

人
材
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み　

　
　
　
（
小
冊
子
・
動
画
）

　

4
．
共
同
で
利
用
で
き
る
シ
ス
テ
ム
開

　
　
　

発
い
わ
ば
、
Ｄ
Ｘ
の
ア
ナ
ロ
グ
版

　
　
　
（
組
合
員
同
士
の
設
備
・
共
業
の

　
　
　

サ
ポ
ー
ト
）
を
作
る
予
定

■
和
歌
山
県
工
組

・
２
年
前
に
青
年
部
が
発
足
→
準
会
員
含

み
20
名

・
官
公
需
対
策
：
Ｍ
Ｕ
Ｄ
セ
ミ
ナ
ー
開
催

　

人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
に
Ｍ
Ｕ
Ｄ
提
案
を

し
て
マ
ッ
チ
ン
グ
し
た
の
が
き
っ
か
け
。

　

本
庁
の
仕
様
書
に
Ｍ
Ｕ
Ｄ
・
Ｊ
Ｐ
Ｐ
Ｓ

が
入
っ
た
。

◆ 

経
営
革
新
・

　

 

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
委
員
会
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〔
報
告
事
項
〕

１
．
厚
生
労
働
省
「
令
和
４
年
６
月
ま
で

の
雇
用
調
整
助
成
金
の
特
例
措
置
等
に
つ

い
て
」

・
こ
の
特
例
措
置
は
令
和
4
年
9
月
ま
で

延
長
さ
れ
、
10
月
以
降
は
、「
経
済
財
政

運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
２
０
２
２
」
に

沿
っ
て
見
極
め
な
が
ら
、
8
月
に
は
見
直

し
が
あ
る
。
内
容
申
請
様
式
、
金
額
等
が

変
わ
っ
て
い
く
の
で
、支
給
申
請
の
都
度
、

厚
生
労
働
省
Ｈ
Ｐ
よ
り
最
新
様
式
の
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
を
行
う
事
。

２
．
厚
生
労
働
省
「
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
防
止
措
置
」
が
中
小
企
業
へ
令
和
4
年

4
月
1
日
か
ら
義
務
化
さ
れ
た
。

　

職
場
に
お
け
る
「
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
」
の
定
義
は
、
①
優
越
的
な
関
係
を
背

景
と
し
た
言
動　

②
業
務
上
必
要
か
つ
相

当
な
範
囲
を
超
え
た
も
の　

③
労
働
者
の

の
動
画
配
信
サ
ー
ビ
ス
「
イ
ン
カ
レ
」
の

中
で
、「
5
分
間
で
わ
か
る
事
業
承
継
・

Ｍ
＆
Ａ
」
シ
リ
ー
ズ
が
定
期
的
に
発
信
さ

れ
る
の
で
視
聴
し
て
欲
し
い
。

◇
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
支
援
事
業

・
デ
ザ
イ
ン
経
営
お
よ
び
異
業
種
・
同
業

種
セ
ミ
ナ
ー
の
企
画

　

中
小
印
刷
企
業
が
「
強
み
」
を
得
る
手

法
と
し
て
「
デ
ザ
イ
ン
経
営
」
を
普
及
啓

発
し
て
い
く
。

就
業
環
境
が
害
さ
れ
る
も
の
３
つ
の
要
素

を
す
べ
て
満
た
す
行
為
と
な
る
。

３
．
厚
生
労
働
省
「
36
協
定
で
定
め
る
時

間
外
労
働
お
よ
び
休
日
労
働
に
つ
い
て
留

意
す
べ
き
事
項
に
関
す
る
指
針
」

　

36
協
定
に
定
め
る
時
間
外
労
働
の
上
限

は
、
月
45
時
間
・
年
３
６
０
時
間
と
な
る
。

４
．「
法
改
正
で
何
が
変
わ
る
の
？
長
時

間
労
働
是
正
編
」（
社
会
保
険
労
務
士
会

連
合
会
）

　

働
き
方
改
革
の
関
連
法
案
の
法
改
正
に

よ
り
、年
次
有
給
休
暇
の
時
季
指
定
義
務
、

労
働
時
間
の
把
握
の
実
効
性
確
保
、
時
間

外
労
働
の
上
限
規
制
等
が
ス
タ
ー
ト
し
て

い
る
。
①
す
べ
て
の
従
業
員
が
年
次
有
給

休
暇
を
5
日
以
上
取
得
し
て
い
る
。
②

年
次
有
給
休
暇
付
与
日
や
残
日
数
を
従
業

員
ご
と
に
き
ち
ん
と
管
理
し
て
い
る
。
③

管
理
職
や
裁
量
労
働
制
が
適
用
さ
れ
て
い

る
人
を
含
む
す
べ
て
の
従
業
員
の
労
働
時

間
を
タ
イ
ム
カ
ー
ド
な
ど
で
把
握
し
て
い

る
。
④
残
業
が
必
要
な
の
で
36
協
定
を
締

結
、
届
け
出
し
て
い
る
。
⑤
時
間
外
労
働

は
月
45
時
間
、
年
３
６
０
時
間
の
範
囲
内

で
あ
る
。

〔
依
頼
事
項
〕

１
．「
中
小
印
刷
業
モ
デ
ル
就
業
規
則

２
０
２
１
」
の
販
売
促
進
自
社
の
就
業
規

則
の
改
善
や
就
業
規
則
の
無
い
中
小
企
業

等
あ
れ
ば
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

２
．環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
認
証
・

本
・
流
通
な
ど
業
態
の
異
な
る
会
社
同
士

の
何
れ
も
可
能
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
グ

ル
ー
プ
を
作
る
か
は
利
用
者
に
委
ね
て
い

る
。
現
在
9
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
で
き
て
い

る
。

・
全
印
工
連
Ｄ
Ｘ
推
進
Ｐ
Ｔ
委
員
長
の
福

田
氏
は
、
昨
年
の
セ
ミ
ナ
ー
で
「
Ｄ
Ｘ
は

ア
ラ
イ
ア
ン
ス
あ
り
き
だ
」
と
述
べ
て
い

た
。

・
京
都
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
単
色
、
二
色

な
ど
同
種
の
機
械
を
保
有
し
て
い
る
グ

ル
ー
プ
、
製
版
・
印
刷
・
製
本
な
ど
一

つ
の
工
程
の
中
の
グ
ル
ー
プ
等
が
試
験
運

用
を
し
て
い
る
と
い
う
説
明
だ
っ
た
。
グ

ル
ー
プ
内
で
特
定
の
ル
ー
ル
を
定
め
る
こ

と
に
な
る
の
で
、
一
品
ご
と
の
受
注
管
理

が
必
要
に
な
り
Ｍ
Ｉ
Ｓ
が
必
須
と
な
る
。

一
つ
の
元
デ
ー
タ
に
沿
え
ば
仕
事
の
効
率

は
上
が
る
。

・
設
備
の
相
互
稼
働
率
を
上
げ
る
の
が
Ｄ

Ｘ
の
狙
い
。
い
く
つ
か
の
ア
ラ
イ
ア
ン
ス

を
組
め
ば
、
自
社
の
得
意
な
仕
事
の
稼
働

率
が
高
ま
り
利
益
率
も
上
が
る
。
稼
働
率

が
低
い
仕
事
は
他
社
に
任
せ
る
こ
と
で
無

駄
な
設
備
の
廃
棄
も
で
き
る
。

◇
事
業
承
継
・
事
業
継
続
支
援
事
業

　

全
印
工
連
の
事
業
承
継
支
援
セ
ン
タ
ー

は
後
継
者
が
見
つ
か
ら
な
い
の
で
買
っ
て

く
れ
る
会
社
を
探
す
、
新
し
い
エ
リ
ア
に

進
出
し
た
い
の
で
自
社
と
親
和
性
の
高
い

印
刷
会
社
を
探
す
等
も
可
能
。
全
印
工
連

認
定
制
度
の
普
及
推
進

　

Ｓ
Ｒ
調
達
に
お
い
て
も
、
ま
た
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
を
含
め
て
、
環
境
推
進

を
重
視
し
、
企
業
価
値
を
高
め
る
た
め
に

も
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
依
頼
。

（
1
）G
P（
グ
リ
ー
ン
プ
リ
ン
テ
ィ
ン
グ
）

認
定
制
度

（
2
）
環
境
推
進
工
場
登
録
制
度

（
3
）
I
S
O
1
4
0
0
1
取
得
支
援
事

業
（
N
e
t 

E
M
S
）

４
．
日
印
産
連
・
第
21
回
環
境
優
良
工
場

表
彰
の
応
募
協
力

【
報
告
事
項
】 

１
．
令
和
３
年
度
組
合
員
加
入
業
績
工
組

表
彰
に
つ
い
て 

　

全
国
組
合
員
規
模
別
一
覧
表
を
見
る

と
、
宮
城
工
組
が
２
社
、
千
葉
工
組
が
１

社
増
で
あ
っ
た
。
大
阪
の
加
入
状
況
は

３
９
８
社
で
あ
り
増
や
し
て
い
く
こ
と
よ

り
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
に
注
力

し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　

組
合
員
加
入
挙
績
工
組
表
彰
制
度

は
、
１
年
前
と
比
べ
て
組
合
員
数
が
４

社
以
上
増
加
し
た
工
組
に
は
報
奨
金

５
０
、０
０
０
円
、
１
～
３
社
増
加
し
た

工
組
に
は
報
奨
金
３
０
、０
０
０
円
が
贈

呈
す
る
制
度
で
あ
る
。

２
．
各
共
済
制
度
の
加
入
状
況 

◆ 

環
境
・
労
務
委
員
会

◆ 

組
織
共
済
委
員
会
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 「
生
命
共
済
制
度
」（
５
月
分
） 

全
国
で
の
現
在
の
契
約
額
は
、
掛
金
の
収

納
ベ
ー
ス
の
数
値
と
な
っ
て
お
り
、
５
月

現
在
で
加
入
事
業
、
所
数
１
、２
１
８
社
、

加
入
者
数
１
４
、２
２
１
人
、
加
入
契
約

額
は
２
５
８
億
６
０
０
万
円
と
な
っ
て
い

る
。 

加
入
事
業
所
数
は
、
前
年
度
末
と

比
較
す
る
と
１
％
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
設
備
共
済
制
度
」（
５
月
分
）

全
国
の
加
入
状
況
は
、
３
１
０
社
の
組
合

員
に
加
入
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
そ
の
う

ち
オ
プ
シ
ョ
ン
コ
ー
ス
の
地
震
災
害
補
償

コ
ー
ス
に
は
36
社
の
加
入
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

「
医
療
・
が
ん
・
介
護
共
済
」（
４
月
１
日
）

全
国
の
加
入
状
況
は
、
医
療
補
償
に
は

１
８
８
名
、
が
ん
補
償
に
は
61
名
の
加
入
、

前
年
同
月
と
比
較
す
る
と
全
体
で
５
名
の

増
加
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
制
度
を
ス

タ
ー
ト
時
、
目
標
加
入
者
数
は
５
０
０
名
、

一
人
で
も
多
く
の
方
の
加
入
を
と
述
べ
ら

れ
た
。

「
災
害
補
償
共
済
制
度
」（
３
月
１
日
現
在
）

に
つ
い
て

全
国
の
加
入
状
況
は
、「
労
災
補
償
コ
ー

ス
」
で
は
、
Ⅰ
タ
イ
プ
と
Ⅱ
タ
イ
プ
合
わ

せ
て
80
社
、2
、６
７
０
名
の
加
入
、「
傷

害
補
償
コ
ー
ス
」
で
は
、
補
償
金
額
に
よ

り
3
タ
イ
プ
あ
り
ま
す
。

 【
依
頼
事
項
】 

１
．
組
合
員
台
帳
調
査
の
実
施 

　

本
年
度
は
調
査
の
実
施
年
度
に
な
っ
て

い
る
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て
は
８
月
上

旬
に
組
合
員
企
業
に
配
布
し
、
９
月
末
ま

で
に
取
り
ま
と
め
全
印
工
連
提
出
と
な
っ

て
い
る
。

２
．
ク
ラ
ウ
ド
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス

の
普
及
、
加
入
増
強
に
つ
い
て

　

地
震
や
自
然
災
害
時
の
危
機
管
理
は
、

ど
の
企
業
に
と
っ
て
も
事
業
継
続
の
上
で

必
須
の
事
項
で
あ
る
。

３
．
安
否
確
認
シ
ス
テ
ム

「
S
a
f
e
t
y
l
i
n
k

24
」
の
周
知

拡
大

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
で
画
像
や
音

声
、
G
P
S
の
位
置
情
報
も
含
め
た
回
答

を
簡
単
・
確
実
に
集
め
る
こ
と
が
で
き
、

的
確
に
安
否
状
況
の
確
認
を
行
え
る
シ
ス

テ
ム
で
あ
る
。
ま
た
、
社
員
一
人
に
対
し

て
６
人
ま
で
の
家
族
を
登
録
可
能
、
登
録

さ
れ
て
い
る
家
族
間
で
お
互
い
の
安
否
が

確
認
で
き
る
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ

で
は
家
族
間
で
も
G
P
S
位
置
情
報
が

共
有
で
き
る
の
で
、
災
害
時
の
B
C
P

対
策
と
し
て
非
常
に
役
立
つ
ア
プ
リ
で
あ

る
。

４
．「
医
療
・
が
ん
・
介
護
共
済
制
度
」

の
普
及
、
加
入
増
強
に
つ
い
て

医
療
・
が
ん
共
済
に
、
新
た
に
介
護
共
済

が
加
わ
り
、
昨
年
の
7
月
か
ら
制
度
の
補

償
が
ス
タ
ー
ト
。
全
印
工
連
の
介
護
共
済

は
、
公
的
介
護
保
険
制
度
要
介
護
２
以
上

の
認
定
を
受
け
た
場
合
、
そ
の
状
態
が
90

日
を
超
え
て
継
続
し
た
場
合
に
介
護
共
済

金
（
保
険
金
）
を
一
時
金
で
お
支
払
い
す

る
。

※
ポ
イ
ン
ト

①
：
い
ざ
介
護
に
直
面
し
た
際
の
費
用
を

一
時
金
で
３
０
０
万
円
受
け
取
れ
る
。
介

護
に
な
る
と
「
車
い
す
の
購
入
や
階
段
昇

降
機
の
設
置
等
、
一
時
的
に
か
か
る
費
用

（
イ
ニ
シ
ャ
ル
）」
な
ど
月
々
に
か
か
る
介

護
費
用
と
は
別
に
一
時
的
に
か
か
る
費
用

の
平
均
は
約
70
万
円
と
も
言
わ
れ
て
い
る

の
で
こ
の
費
用
を
賄
え
る
。

②
：
共
済
金
（
保
険
金
）
が
あ
れ
ば
ヘ
ル

パ
ー
さ
ん
を
雇
用
す
る
等
し
て
介
護
負
担

が
軽
減
で
き
る
。

「
仕
事
と
介
護
の
両
立
」
が
可
能
に
な
る
。

③
：
告
知
ハ
ー
ド
ル
は
高
く
な
い
。
加
入

に
際
し
告
知
は
必
要
で
あ
る
が
、
例
え
ば

高
血
圧
症
・
高
脂
血
症
の
方
で
も
入
院
歴

が
な
け
れ
ば
加
入
可
能
。
ご
両
親
が
加
入

す
る
（
同
居
し
て
い
な
く
て
も
O
K
）
際

に
も
組
合
員
本
人
の
代
理
告
知
も
可
能
。

④
：
割
安
に
加
入
で
き
る
。
規
模
メ
リ
ッ

ト
を
活
か
し
た
団
体
割
引
10
％
を
適
用
し

て
い
る
た
め
、
割
安
に
加
入
で
き
る
。 

（
共
立
㈱　

杉
﨑
氏
）

せ
つ
び
共
済
制
度
は
、
従
業
員
が
少
人
数

で
事
業
を
行
わ
れ
て
い
る
組
合
員
企
業
様

に
は
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
制
度
で
あ
る
と

思
っ
て
い
る
。
特
に
＋
α
で
地
震
保
険
の

〔
報
告
事
項
〕

１
．
令
和
３
年
度
技
能
検
定
プ
リ
プ
レ
ス

職
種
（
Ｄ
Ｔ
Ｐ
作
業
）
合
格
者
数
に
つ
い

て
　

20
都
道
府
県
に
て
実
施
さ
れ
、
１
級
・

２
級
合
わ
せ
て
１
０
８
名
か
ら
受
検
申
請

が
あ
り
、
65
名
が
合
格
し
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
度
に
比
べ
る
と
受
検
申
請
者

数
は
３
名
減
少
し
ま
し
た
が
、
合
格
者
数

は
13
名
増
加
し
た
。

２
．
技
能
検
定
プ
リ
プ
レ
ス
職
種
（
Ｄ
Ｔ

Ｐ
作
業
）
の
受
検
料
減
額
の
継
続
に
つ
い

て
　

令
和
４
年
度
よ
り
、
技
能
検
定
受
検

料
減
額
制
度
の
対
象
年
齢
が
34
歳
以
下

か
ら
24
歳
以
下
へ
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

2
0
2
2
年
４
月
１
日
時
点
で
24
歳
以
下

（
1
9
9
7
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
方
）
の
２
級
受
検
者
は
９
、０
０
０
円

減
額
さ
れ
、
実
技
・
学
科
と
も
受
検
の
場

合
は
１
２
、０
０
０
円
に
、
実
技
の
み
受

検
の
場
合
は
９
、２
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

オ
プ
ッ
シ
ョ
ン
を
つ
け
る
と
更
に
メ
リ
ッ

ト
が
で
る
と
思
う
。

（
第
一
生
命
保
険
㈱　

北
村
氏
）

最
大
の
メ
リ
ッ
ト
が
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト

を
活
か
し
た
格
安
掛
金
の
生
命
共
済
制
度

で
あ
り
、
掛
金
が
余
る
と
配
当
金
と
し
て

返
金
す
る
。

◆ 

教
育
研
修
委
員
会
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【
報
告
事
項
】

2
0
2
2
年
4
月
18
日
～
5
月
13
日
に

実
施
し
た
都
道
府
県
工
組
に
お
け
る
官
公

需
受
注
企
業
（
組
合
員
）
を
対
象
に
し
た

「
官
公
需
に
お
け
る
随
意
契
約
と
一
般
競

争
入
札
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
集
計
結

果
に
つ
い
て
回
答
社
数
は
１
３
８
社
で
し

た
。

【
協
議
事
項
】

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
つ
い
て

①
随
意
契
約
に
つ
い
て
２
５
０
万
円
未
満

と
は
知
っ
て
い
た
か
。
と
い
う
設
問
に

知
っ
て
い
る
と
の
回
答
は
35
％
に
過
ぎ
な

い
。
小
規
模
の
市
町
村
は
１
３
０
万
円
未

満
と
な
る

兵
庫　

実
際
は
10
万
円
以
下
は
随
契　

他

は
入
札
に
な
る
と
い
う
と
こ
ろ
が
多
い
の

で
は
。

奈
良　

奈
良
の
場
合
は
消
費
税
入
れ
て

５
万
円
以
下
で
す
。

②
か
つ
て
随
意
契
約
案
件
が
一
般
入
札
に

変
わ
っ
た
案
件
が
33
％
増
え
た

金
額
と
し
て
は
50
万
円
以
下
が
多
い
。

③
ノ
ウ
ハ
ウ
や
技
術
面
に
お
い
て
他
社
に

は
で
き
な
い
強
み
を
発
揮
で
き
る
案
件
で

も
随
契
が
認
め
ら
れ
ず
一
般
入
札
に
よ
っ

て
過
度
な
競
争
に
さ
ら
さ
れ
、
価
格
の
下

落
に
つ
な
が
っ
て
い
る
い
と
感
じ
る
と
答

え
た
企
業
が
75
％
と
な
っ
て
い
る
。

社
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や
自
己
啓
発
等
に

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

３
．
全
印
工
連
特
別
ラ
イ
セ
ン
ス
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
周
知
・
普
及
に
つ
い
て

　

2
0
1
9
年
12
月
１
日
か
ら
の
新
契

約
以
降
、「
コ
ン
プ
リ
ー
ト
プ
ラ
ン
」と「
単

体
プ
ラ
ン
」
の
２
つ
に
集
約
さ
れ
、
購

入
条
件
も
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
１
個
か
ら

購
入
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
2
0
2
0

年
12
月
１
日
か
ら
は
、
コ
ン
プ
リ
ー
ト
プ

ラ
ン
の
価
格
が
１
、２
０
０
円
引
き
の
年

額
８
１
、０
０
０
円
と
な
り
、
よ
り
お
求

め
や
す
い
価
格
設
定
と
な
り
ま
し
た
。

４
．
組
合
支
援
セ
ミ
ナ
ー
の
周
知
・
啓
発

に
つ
い
て

　

令
和
４
年
度
か
ら
、
富
澤
委
員
長
が
講

師
を
務
め
る
「
印
刷
会
社
の
w
e
b
戦

略
」
セ
ミ
ナ
ー
を
新
規
に
開
講
い
た
し
ま

す
。
印
刷
会
社
に
適
し
た
w
e
b
戦
略

と
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
に
つ
い
て
説
明
す
る

セ
ミ
ナ
ー
で
す
の
で
、
工
組
で
の
開
催
を

ご
検
討
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

〔
依
頼
事
項
〕

１
．
令
和
４
年
度
印
刷
営
業
講
座
・
印
刷

営
業
技
能
審
査
認
定
試
験
の
実
施
に
つ
い

て
　
「
提
案
営
業
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

の
知
識
」
と
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
知
識
」

の
習
得
に
重
点
を
置
い
た
印
刷
営
業
講
座

と
、
知
識
試
験
で
は
単
語
の
記
述
式
問
題

の
導
入
、
技
能
試
験
で
は
従
来
の
積
算
見

積
課
題
に
加
え
、
提
案
型
営
業
の
課
題
と

し
て
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
関
す
る
記
述
式

問
題
を
導
入
し
た
。
令
和
４
年
度
は
現
時

点
で
３
工
組
が
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

今
年
度
か
ら
、
従
前
の
対
面
式
に
加
え

て
印
刷
営
業
講
座
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
対
応

を
開
始
い
た
し
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
開

催
に
有
益
な
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
を
、
各
地

区
に
お
い
て
積
極
的
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

２
．
教
育
動
画
サ
イ
ト
「
印
カ
レ
～
全
印

工
連
の
学
ん
で
得
す
る
Ｔ
Ｖ
～
」の
周
知
・

啓
発
に
つ
い
て

　

昨
年
５
月
に
開
設
し
た
「
印
カ
レ
」
は
、

コ
ロ
ナ
禍
で
教
育
動
画
へ
の
ニ
ー
ズ
が
高

ま
る
現
状
に
お
い
て
、経
営
・
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
・
営
業
な
ど
ジ
ャ
ン
ル
別
に
合
計
58

本
の
動
画
を
公
開
し
て
お
り
、
総
再
生
回

数
は
2
0
2
2
年
５
月
31
日
現
在
で
４
、

０
８
０
回
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
で
も
視
聴
で
き
、
い
つ
で
も
ど
こ

で
も
見
た
い
と
き
に
視
聴
可
能
な
の
で
、

◆ 

官
公
需
対
策
委
員
会

④
官
公
需
に
お
い
て
原
材
料
の
急
上
昇
に

伴
い
原
価
上
昇
分
の
価
格
転
嫁
の
交
渉
は

８
割
が
行
っ
て
い
る
と
の
回
答
。

兵
庫　

原
価
上
昇
分
を
後
で
認
め
て
く
れ

る
の
で
入
札
前
に
話
し
合
い
を
し
て
い

る
。

大
阪　

資
材
価
格
変
動
に
伴
う
値
段
の
上

下
は
あ
る
程
度
の
値
段
以
上
の
発
注
依
頼

に
は
契
約
書
を
交
わ
す
の
で
そ
こ
に
書
い

て
い
る
。

兵
庫　

C
S
R
の
評
価
基
準
に
つ
い
て

（
S
R
調
達
）
調
達
先
の
C
S
R
判
断
・

評
価　

ど
う
い
う
評
価
基
準
が
あ
る
の

か
。

障
が
い
者
を
雇
用　

環
境
に
配
備
し
て
い

る
か　

女
性
を
ど
れ
く
ら
い
雇
用
し
て
い

る
か
な
ど
。

オ
フ
セ
ッ
ト
機
を
も
っ
て
い
る
な
ど
設
備

の
評
価
も
あ
る
と
思
う

そ
の
他
に
は
ど
う
い
う
評
価
基
準
が
あ
る

の
か
。

委
員
長　

S
D
G
s
の
ゴ
ー
ル
に
マ
ッ
チ

す
る
の
が
あ
れ
ば
と
も
思
う

県
に
本
社
も
工
場
も
あ
る
が
基
準
と
し
て

持
っ
て
な
い
と
こ
ろ
は
1.1
を
か
け
る
と

か
、
障
が
い
者
を
あ
る
一
定
の
パ
ー
セ
ン

テ
ー
ジ
雇
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
0.9
を
か

け
る
と
か
、
そ
こ
で
の
価
格
評
価
を
し
て

も
ら
え
れ
ば
あ
り
が
た
い
。

地
元
で
雇
用
も
し
て
設
備
の
投
資
も
し
て

と
い
う
と
こ
ろ
を
見
て
ほ
し
い
。



7　　SHOUIN

奈良の印刷　摺印　2022. ７

的
に
検
討
す
る
べ
き
だ
と
思
う
。
思
考
力

や
理
解
力
の
育
成
に
は
紙
の
方
が
は
る
か

に
優
れ
て
い
る
と
思
う
。
デ
ジ
タ
ル
化

を
進
め
た
他
国
の
例
を
研
究
す
べ
き
で
あ

る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
全
印
工
連
か
ら
経
済

産
業
省
・
中
小
企
業
省
に
調
達
の
改
善
要

望
と
し
て
は
た
ら
き
か
け
→
省
庁
か
ら
通

達
と
し
て
出
さ
れ
る
→
会
計
局
・
中
央
会

→
各
行
政
に
行
か
な
い
場
合
も
あ
る

通
達
を
実
行
す
る
か
し
な
い
か
は
各
地
域

の
会
計
局
の
取
組
み
。
残
念
な
が
ら
拘
束

力
は
な
い
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
は
議
員
連
盟
に
も
出

さ
れ
て
い
る
の
で
紙
の
値
上
げ
率
が
な
ぜ

同
一
な
の
か
と
か
調
べ
て
い
た
だ
け
る
と

思
う
。

奈
良
県
は
6
年
た
っ
て
よ
う
や
く
著
作
権

の
こ
と
に
一
段
落
の
片
が
付
い
た
。　

気

長
に
一
歩
ず
つ
す
す
め
て
い
く
し
か
な

い
。

最
終
的
に
は
議
員
連
盟
に
名
前
が
あ
る
方

に
相
談
。
地
元
で
発
注
し
て
く
だ
さ
い
と

い
う
一
文
を
決
め
ら
れ
る
の
は
政
治
の
力

し
か
な
い
と
の
こ
と
。

⑤
大
手
・
ネ
ッ
ト
印
刷
・
ブ
ロ
ー
カ
ー
・

県
外
業
者
等
の
入
札
参
加
に
関
す
る
も
の

と
し
て

入
札
参
加
資
格
に
印
刷
機
の
有
無
も
確
認

し
な
い
よ
う
な
市
・
町
が
多
い
。
何
の
た

め
の
設
備
投
資
・
人
材
確
保
か
わ
か
ら
な

い
。
ブ
ロ
ー
カ
で
あ
ろ
う
が
何
で
あ
ろ
う

が
一
緒
に
「
見
積
も
り
・
入
札
」
に
参
加

さ
せ
る
の
で
金
額
が
ど
ん
ど
ん
落
ち
て
い

く
。
ダ
ン
ピ
ン
グ
の
温
床
以
外
の
何
物
で

も
な
い
。

奈
良　

評
価
方
式
と
し
て
カ
ー
ボ
ン
０
宣

言
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
広
報
誌
の
入
札

で
町
外
業
者
で
あ
っ
た
が

地
元
の
業
者
と
同
じ
く
ら
い
の
値
段
だ
っ

た
が
水
な
し
印
刷
と
い
う
こ
と
で
決
め
て

も
ら
っ
た
。

各
県
の
S
D
G
s
制
度
を
生
か
す
た
め

に
も
条
件
化
さ
れ
る
よ
う
な
動
き
が
欲
し

い
。

各
企
業
が
特
色
を
出
し
て
い
か
な
い
と

し
ょ
う
が
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。

「
奈
良
県
の
場
合
今
後
お
願
い
し
た
い
こ

と
は
奈
良
県
内
で
印
刷
機
が
置
い
て
あ
る

こ
と
県
内
で
印
刷
す
る
」
と
い
う
一
文
を

付
け
足
し
て
も
ら
う
と
す
べ
て
の
こ
と
が

変
わ
っ
て
く
る
と
思
う
。

⑥
ペ
ー
パ
レ
ス
・
D
X
に
関
す
る
も
の
に

つ
い
て

教
科
書
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て
は
学
力

の
面
、
健
康
（
視
力
）
の
面
な
ど
、
多
面
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奈良県奈良市角振町 奈良第一生命ビル ℡ ㈹
第一生命ホームページ

私たち第一生命は、お客さまの大切な人生、大切な人、大切な未来のために、

保険というかたちある「安心」をお届けし、その「安心の絆」を確かなものにしていくことを

願っています。私たちは、これからも、お客さまの「一生涯のパートナー」として、

「生涯設計」によって、かたちある「安心」をつくり、届け、広めてまいります。

奈良支社


